


















































図1. 内湾度指数｡内湾度は ED= (L/W)(45/Dm)(20/Ds)で表される｡
漁場が二次湾の中に有 り,主湾の湾軸と二次湾の湾軸が90 0 未満の角度
で交差する場合,ED = (Ll/Wl+ L2/W2)(45/Dm)(20/Ds)とする｡Dmは湾
口最深部の水深｡Dsは漁場の水深｡
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図2. マクロベントスの群集型 (A～F)に基づく養殖漁場環境の区分｡
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仔魚の行動研究と種苗生産技術への展開
長崎大学水産学部 阪倉良孝
仔魚の行動研究は,天然海域の初期生態と資源変動機構を理解する上で重要な研究
分野である｡その中でも,初期生残に直結する摂餌行動,遊泳行動および対捕食者行
動は,基礎科学として大きな研究課題であるとともに,種苗生産や栽培漁業といった
応用学的側面-展開する基礎となる｡我が国で栽培漁業とその根幹をなす魚介類種苗
生産が始まって40年以上が経過し,種苗生産技術には,試行錯誤の積み重ねにより様々
な経験則が蓄積されてきた｡現在の種苗生産技術に関わる課題の一つは,これらの経
験則を形式値に変えていくことにあると考える｡形式値を積み上げていくためには,
対象とする生物の生命現象を基礎研究によって明らかにすることが不可欠といえよう｡
長崎大学水産学部水産増殖学研究室では,長崎県総合水産試験場,神戸大学といっ
た研究機関および長崎県産業振興財団と連携しながら,仔魚の遊泳 ･摂餌行動に関す
る基礎研究を進めている｡本発表では,当研究室の具体的な研究事例のうち,流場と
仔魚の行動の関係などを挙げ,種苗生産並びに栽培漁業との接点について論じる｡
初期飼育が困難とされるマ-タを材料として,小規模水槽での飼育事例と流場測定
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